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【は じめに】

　今年 の 9 月下旬にイ ン グラ ン ド西部に位置する

ブ リ ス トル の 初等学校 （5 〜 11 歳） ，Park

Primary 　School，　 Anne
’
s　CE 　Pri皿 ary 　School，

St　 Peter「s　 Primary 　 School　，　 Elmlea　 Junior
Schoolの 4 校を訪問 し，理科授業の 非参与観察を

行 っ た 。 観察した授業は ， 計 8 時問 （1時間は約

60 分授業）で あ り， うち 3 つ の 授業は 2 時間連続

の 授業であ っ た。なお学習 トピ ッ クは，第 1 学年

『音 と聴覚』，第 2 学年 『物質とそ の 特性』，第

4 学年 『運動 と発達』，第 5学年 『健康保持』，

『身の 回 りの 気体』で ある。本発表で は ， 参観 し

た全て の 授業にみ られた ， イギ リス （主にイ ン グ

ラ ン ド）の 初等学校にお ける理科授業の 特色 を明

らか にす る。

【イ ギ リス の 初等科学教育の 概要 】

　初等学校 にお ける学習内 容は ，省令 で あ る

National　Curriculum （以下，　 NC とする）に基

づ い て い る。し か し，学習内容は学年ご とで はな

く，KSI （5 〜 7歳） ・KS　2 （7 〜11 歳） とい

う
一

定の幅をもっ て設定 され，授業時間数は規定

されて い ない 。

　Quah丘cations 　 and 　Curriculum　Authority

（QCA， 現 QCDA）とDepartment 　for　Children，

Schools　and 　Families （DCSF ，現 DfE）は共同

し て学習活動計画例を作成 し，学習活動案な どを

ネ ッ ト上 で 公 開 し て い る。バ ー ス ・ス パ 大 学の

Dan　DaVies 氏は，実際に教師の 多くが，学習活

動計画例を自由に活用 し，学習を計画する際に役

立 て て い る と述 べ て い る 、、

　こ の よ うに学習活動計画例な ど， 教師が活用で

きる もの も存在するが，NC に記載されて い る学

習内容を，い っ ，どの よ うに教えるかにつ い ては

教師の 裁 量に委ね られ て い る。

【学習躍 竟の特色 】

　観察 した多くの 学校が，学級担任制であ り，学

級担任が理科を教えて い た 。 どの 学校に も理科室

は な く，授業は各学級 の 教室で行われて い た。ま

た全学級に共通 して電子黒板が設置されてお り，

ICT が多くの 場 面で 活用 されて い た 。

【授業方略の特色】

　全体を通 した授業方略の 特色 と して 以下 の 4 点

を指摘できる。

・導入 時に発問 を行 い ，児童の 考え を引き出すな

　ど，児童の 既 有の 考えを出発点と して授業が展

　開 され て い た点。

・教師が積極的 に 「なぜ ？ 」 や 「ど うし て ？ 」 な

　どの 発 問を行 い
， 児重 の 考えを引き出 した り深

　めた りするなど， 教師 と児童の 対話を中心 と し

　た授業展開が図られ てい た点。
・五 感を通 した活動を tli心 とする探究活動が多く

　取 り人れ られ ， 探究の方法を考える，繰 り返 し

　デー
タを収集する，グラ フ を用い て結果を記録

　 し解釈するなどの プ ロ セ ス ス キ ル の 育成が図 ら

　れて い た点。
・イ ン ターネッ トを活用 して 調 べ させ た り，ビデ

　オ教材 を用 い て 資料を提示 し た りす る な ど，

　ICT を活用 して 児童 に多様な情報 を得る機会を

　提供し て い た点、

【おわ りに】

　イギ リス では 1980 年代後 半か ら構成卞義的学

習論 の 考え方が浸透 して い る と言われ る。Harlen

（1998）は構成主義的学習論にお ける教師の重要

な役割と して ，主 に以下の 4 点 を毛張 して い る 。

・児童 の既有の 考えか ら出発す る。
・児童 自身の 理解を支援 し，児童が 自分 の 考えを

　示 し熟考で きるよ うに発問を行 う。

・探究活動や 二 次資料など，児童の 既 有の 考えと

　は 異な る考え方，或い は既有 の 考えをさらに深

　めるよ うな考え方を入 手す る方法や機会を提供

　する 。

・プ ロ セ ス ス キル の 発達を促進する。

　 こ れ らの 主張は， lt述 した授業方略の特色と共

通 して い る。 したが っ て ，イギ リス の初等学狡 に

お ける理科授業の特色 と して ，児童 の既有の 考え

を広 げた り，修正 した りするために，対話を中心

と した授業展開に沿 っ て ，多様な探究活動を取 り

入れた り，ICT を活用 した幅広 い 情報提供 を行 っ

た り して い る こ とが指摘で きる。
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